
くオールイ‘ノワン英文読解⑱＞長文読解編回
回fラゲラフリー舌ンゲとは

l\。ラグラフリーテ‘ねング［I\゚ ラリー］とは 1告ゲラフ［＝段落］ごとに意昧を捉え
命グラフ同士の関係を者えながら文章を読んでいくこと．／

( ）と↓（ ）がわ謬．I←卿問で
即活！

記ント：長文麒皐の目的
紅全体を通して査者が披おうとして＼＼る rテーマ：I-ピカよと．
そのテーマについての（ ）をつ力‘むこと！
→和訳はそのための（ ）であり、｀＇訳す"ことが華釦ではない！！

回 lfラゲラフを捉認誌
糾ンI-: /ぐラグラフの基本

① 1つのパラゲラフで·rテーマ・1-己ク」は原魚1として（ )! 

2) 1つの Iぐラグラフの中で r筆者の主張心原則として( )I 
3) 1つの I\Oラグラフはその I汚ゲラフの 」と 造軸に
互いに関連しあつでいる（ )[= ］が結びついたモ」！

互い 1こ

疇 ( ）間も
して＼＼る 麟があ~!

--+ 1つの(\7グラフを読むとき、一畜して述べ‘昧ている（ ）が可ヵ‘.
その卜巳必7 について（ ）を考え否。

英語の IDゲラフは、一般に、（ ）で冗七邸ク．テーマ立を提示し、
そのI-ヒ勾勺について（ ）を展憐！していく。

• 
その展胴 l\°57ーンは大きく 3lぐ夕—ンで、心—ンごとに1屡先して
読むぺきところがある！
→共テでは丁寧に展間を追つでいたら時間が足らなくなるので展胴 l ＼゜
ターンを見極め、if迄（ ）ことを心がけ、細力‘い
ところは（ ）でピンポイン(-t-cしとめていく！



回l（ラゲラフの展間lO-‘_j
®( ）：リード文→尉紐（袖餡ヒ）→締

→言ってほ5ことは基本的に同じなので、（ ）が駐
的に千ェッケ！

®( ）：疇ダ1なt!·"t?変蓮凶·がら展胴
•( / / )廷結論マーカーがくることも~<.
結果の（ ）が最も大切なので優先的にチェッ勺l
（→過程疇玲疇かれることももちろん蒻か疇嘩翫疇わせて

読叶足せば｀Ok)

ｮ( )逆持で反転さ天•和消役を展胴
• ( )なと·逆楼マ—カーがきて、 A⇔Bとなリ. ( ) 

とその説明にあたる（ ）を傷先的に千ェック！

⑨以外はトッフ゜とラズトあたりを読めIi‘．おおその内容（ぷつ旅‘舷！

園）次の英文這調、告を考え、設問Iこ答たよう。

詞e feel(ng如 Chi曇ko h臨i's cal（尋鯰 v凶 which 1s 

French 知', a厄碕 seeri : and mo廷of- us ho.ve ex向enced

1t ~t some po1ht-i'n our I 1\1琴．@Some people choose 如 Ignore

it berol,{se 伍e feel 1ｷng of虚ll i'ng 'ーnew ex芦｀i'ence s竿S

l,(nno.:訓mパ詞‘~ VIA, however, 1s not ~ncomrnon 磁 ho.s b知
拍e subject of-sc(et1t1frc studies s i'nce 由e I袖 ce叩W・＠~ny
res瞑rcheぉtodCAy are sta仕1hg_ to see 由e vo.l(,(e 1h invest1~ぬng
綽 v凶 and more 如n 和1けyゃssible 蜘rI1es have b鉛n
西尋i:o expIQI.n 如伸enomenon （センター20(3追）
瓢｀a VIA i's (A Im; more cornmc;;n fn Prance.. (]  
瓢‘o. vve,ｷs. cons(、0ered,a wo而ytopic 和r 函曲．

響ょ芦宝吼讐veWII}塁密ば詈信詈忠Uげ□炉羹



（解説）
志ずザ，しと I \'ラグ‘ラフを眺虚と 3文目に（ ）があ数ので 1ら労フ

1ぐターン(!) ( )に該当す否。すると、室魚的に読むのはこの（ ）と
それを説明する( )I それ以外はサ況ど読む。
①古、｀‘芥e 起（1'ng如t Chi知応 has is 叫國幽は vu/ which 
is French -fur aIm叫舜n I 

→チカコが持っ窓（骨＝（ ）で、それはフランズ語で r -' 
を意昧す否..Jとな恣。

※ A IS B -fui-- C:rAはCに対衰B.J→ r
」

11 an0 tno~t- of-lAS have exper的ced it at some 因l.nt in 
0以r Ii辱
→私たちの丈半は、人生のどこ力‘でそれ［＝ ］を経醸し麟疇

®‘‘Sorne peop|e choose 如gnore it 99r和を応する（ ）」
‘‘because 拍e fee(ingふ recCAII i'ng a new exp的｀ence seems 
unna加叫＂
→ r爺しい経験を思出す（ ）感情1曰不自然這え琴ら.J

( `D6javu)however) is 面 ~ncom~n arJ has.. been 如 s心‘歪
af-sc(ehtif1'c studies since 証砂 century.,,

記ントー一
however Iが因の位置に来でも~（ ）で訳すl

,. ( )、デジャヴは( )、 l9世紀以来ずよ：
( ）怠瓦
この音咬だけで答たは嘩けそうだが、一応4文目も見ると・・・

OMmy函ear桑心加doy咋蔀后(ng to s妥拍e vo.lvee ih 
醗stigatI.ng de」、dv[,.(, and••• 

→r今日の今くの症究者はデジヤヴを研究す志ことに（ ) 
始めていて•·一」



II tnore 柏an 曲rty possi bl~ 蛉ries ha企 6年n 品函加
explo.1'n由e phenomenon. 

→r30}止の可能性統学説が現象を読萌す志忌めに提出されて＼哉

つまリ、デジャヴはず迄研究のテーマで、研究蕊価値があ歪てこと l

（設問の解説）
©D~」‘a. vtA o.. lot more cornrnoh i'n Fro.nee. 

rデジャヴIさフランズで（す（ )J 

• 1文目 1ビ｀玉nch''.があ紅、、別にデジャヴはフランヌ1濯表話ではな＼＼
し、そもそも（ ）についての文如でX

ｮ De」‘ci vv< 1s consi'ciered a worthy topr'cおr 函叫．
rデジャヴは（ ）だと考えられてい歪

→ I（ラグラフの強諏点であ~3文目と 4文瞑内容とドンピ沃で 3文目の
叫‘ectは（ ）にし 4文目の vaI以e は（ ）にそれぞ打
言ぃ換えられてい~!ほぼ造）が正解ヵ、なと思いつつ、⑨・④へ•••

ｮ More st以ci1es will be 由ne to stop people feel1n~ 幽a VlA. 

r( )ために、よリ偽くの研究絞唸乞さ

→'‘研究＇’についての言茸‘はある力‘: 1、to stop函pie 伍ng屹 vい＇

叶吟It記載がないので、 X

ｮ Peo祉e who have 蛉 vv< tend to枷nk a6。L-<t由efr ow11 I 函．
写ジャヴを待っ人々は、（ ）についで考える蝉向がある」

→それ塩゜いことを書いてあるが、このようなことは一切本文1さ書いでいない
([)で X よって正舟足 I#( )となる。

詔ント―
訊足の逗祁肢→本文該当箇所の（
不正箔恥逗布肢—* ;.1 ( 

)←語句構文なと
)←背定と否定なt:,



囚テばコーズ・マーカー
①逆接マーカー: r ~ [ 

()/()/()/ ()/( 

()/()  

マーカーの後うの（ ）に力点が置’かれる。マーカー吋麟 Aを導き出
( ）マーカー（⑨）もセットで．l

,2)追加マーカー： r ~[ 
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A と＼＼ぅ情報に対して Bといか情報を（

3)言ぃ換えマーカー： r .J [ 
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1→このマーカーは前のことをよ叩砂やす＜盲噸謬［＝ ］ときに脚ら
れる。マーカーの後ろの Bをし戎‘り読めば＇文脈が理解しやすくな~!

め伊l示マーカー：『 j[ 
()/()/ ()/() 

→®の言ぃ挽えマーカーは同し‘‘内容を達う言ぃ方で述べ｀るものだが、この例示
マーカーはある事柄Aを提宗したあとで、（ ）を
挙げるためのマーカー。 Aで内容を理解できていれば Bは軽く額祐流すこと
ができるし、 Aがぷわからな力‘ったら Bを読んで•Aの意昧を把握でき~!

5) 結論·結果マーカー:,. j[ 
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→マーカーの鳥 Aヵ：理由・原因厄マーカーの後ろのBが＇ r結論疇
にな念。（ ）に力点が眉浚れる。



®理由•原因マーカー： r 
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一喧）の結論・租渓マーカーとは患遠‘ることに注意．I

の対比・対幣マーカー： -'[ 

()/ ()/()/( 
()/ ()/ ( 
( ) /  ( 

)/ 

) 

)/ 

①の逆接マーカーと1が少し違ってマーカーの後ろの Blこ力点が置ヵれてい否
( )、 2つの専柄を対比ざ士て（ ）が重要にな否
場合に伎われ否。

論歩マーカー； r 
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®(/)逆持マーカーと（ ）的に用いられて逆蒋マーカーの後ろの Bを
( ）衡きがあ否。 AIぶ前ふリ遠めで、 r軽＜直売＃流す。
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